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下記の 4つの問題（［ 1J~[4])から 1題を選択して答えなさい。なお、解答を始めるに

当たり、選択した問題の番号（例えば、 [l]を選択した場合には[1 J)を明記しなさい。

[l] 行政法における信頼保護に関して、具体例を挙げつつ、それが法の一般原則としてどの

ような場合に妥当し、また、どのような場合に制限されるのか、論じなさい。

[2] 抗告訴訟と国家賠償訴訟における違法判断に関して、具体例を挙げつつ、それぞれの違

法判断の異同について論じなさい。

[3] 所得税法における給与所得控除について論じなさい。

[4] 法人税法における収益認識について論じなさい。
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